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受講のてびき
• 本資料は作成者の解釈が含まれます, 答えのない議論があります 

• 前半で1テーマの紹介, 後半でテーマを深める議論を行います 

• 前期と後期がリンクしています. 予習復習の参考にしてください
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前期 A13 
◯◯のメディア論

後期 A27 
◯◯のメディア実装論



本日のテーマ

‣ 無意識に溶け込んだ「当たり前のメディア」
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前期概要

‣ メディアで社会をサイクルさせる 
‣ メディアの場を形成し, 各個を尊重する 

‣ 個人の思考を主張しあいつつ, 結ぶ 

‣ 美の主観性/普遍性を思索,社会実装へ活かす 

‣ メディアサイクルを志向して活動する
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インフラストラクチャ
‣ 下支えするもの, 福祉・経済・社会に必要な公共施設, 社会基盤 

‣ メディア・インフラストラクチャという言葉を考える 
‣ 広く普及しているメディアの場 

‣ 例: 新聞, テレビ, インターネット, 各種リモートサービス 

‣ 社会の中でメディア・サイクルを継続的に駆動させる試み 
‣ サイクルを短期で終わらせないこと
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メディアサイクルとインフラストラクチャ
‣ メディア・サイクルにおいて場や表現は更新される 

‣ 場の物理的な維持は重要ではない (一般的なインフラとの相違点) 

‣ メディア・サイクルの継続 = メディアのインフラ化 

‣ メディア・インフラストラクチャの指標 

‣ 閲覧性, 情報量, 更新度, アーカイブ頑健性, 場の文化の尊重 

‣ 人口, 交流頻度, 人的流動性, 空間的流動性, 時間的流動性
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まとめ

‣ メディアの場も短期間で終わると社会的意義が失われやすい 

‣ メディアサイクルを継続的なものにしていきたい 

‣ メディア・インフラストラクチャ 

‣ メディアの場を活動基盤として活性化, 普及する試み 

‣ 場の実体の在り方は変わっても良い, 活動の維持が本質 

‣ 特にアーカイブ性との関連が深く, さらに重要になると思われる
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本日の議論・考察一助

a. メディアのサイクル, モデル, インフラストラクチャの関係を整理する 

b. メディア・インフラストラクチャの指標は他に何が考えられるか 

c. 具体的なメディア・インフラストラクチャ構築に必要なことを議論
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次回予定

Creative Application 総論
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